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Innovation Novelty and Firm Growth:  
An Analysis Using the Japanese National Innovation Survey  
First Theory-Oriented Research Group, National Institute of Science and Technology Policy 
(NISTEP), MEXT 
Yuya Ikeda, Shoko Haneda 
ABSTRACT 
Using the Japanese National Innovation Survey, we analyze how the degree of innovation 
novelty affects firm growth. We find that incremental innovation strongly promotes firm 
growth while radical innovation has no effects on it. In addition, we find that the impact of 
incremental innovation is greater in high-growth firms, but it also improves the performance 
of low-growth firms which decrease their turnover. This finding suggests that low-growth 




























ることを示したものもある (Garcia-Macia et al., 2019; Klenow and Li, 2020)。これに対して，革
新的イノベーションの方が企業成長に寄与するという結果を示した実証研究も少なくない 
































を志向するという指摘もある (Klette and Kortum, 2004; Aghion et al., 2001)。 
漸進的イノベーションによる市場シェア拡大効果は，製品レベルの詳細なデータに基づく実
証研究からも判明している1。Banbury and Mitchell (1995) は，心臓ペースメーカーの改良品
が上市されたタイミングを分析した結果，高頻度で改良品を市場に導入した企業ほど市場シェ
アを拡大しており，市場により長く生存していたことを明らかにしている2。このような漸進的イノ
ベーションの優位性について，米国の非農業部門を分析対象とした Garcia-Macia et al. (2019) 
の実証研究では，経済成長の約70%は既存製品の部分的な改良に起因していることを明らか





































Freel (2000) は，サンプルである英国の小規模製造業を成長率の分布に応じて 1) 衰退，2) 
安定，3) 成長，4) 高成長，の 4 グループに分類したうえで，イノベーション実現企業とイノベ
ーション非実現企業の分布を比較した結果，成長グループではイノベーション非実現企業の
割合が多い一方で，高成長グループではイノベーション実現企業の割合が多いことを指摘し


















































ある。サンプルの産業別分布は，製造業 286 社 (37%)，電気・ガス・熱供給・水道業 141 社 
(18.2%)，運輸・郵便業 137 社 (17.7%)，金融・保険業 115 社 (14.9%)，情報通信業 34 社 












(GROWTH) = αq + βqINNOV + γq
' Z + εq (1) 
 





従属変数 GROWTH は，売上高成長率により測定する8。第 4 回調査では 2012 年度及び
2014 年度の売上高を訊いており，本研究では 2012 年度から 2014 年度までの 3 年間におけ
る売上高成長率（年率）を算出した。企業成長率をあらわす変数 (GROWTH) は，売上高 
(SALES) の対数差分によって (2) 式のように定義する。  
 
 GROWTH =























































これら売上率の変数は 2011年度の 1年間の実績に基づいている。 
(1) 式では，企業成長に影響を及ぼすと考えられる企業特性 (Z) を含んでいる。本研究で




















変数 シンボル 定義 




















企業規模 SIZE 従業者数の自然対数値（2011年度） 
技術力 R&D 総売上高に占める研究開発支出額の占める割合
（2011年度） 
海外展開 EXPORT 1：2009年度から 2011年度までの 3年間に，製品・
サービスを海外で販売又は提供した。0：それ以外 






註：産業ダミーの記載は省略。GROWTHは第 4回調査，それ以外の変数は第 3回調査から作成している。 
  
9 
表 2. 基本統計量 
  平均値 S.D. 25%点 50%点 75%点 
GROWTH 0.023 0.249 -0.030 0.038 0.115 
RADICAL_D 0.052 0.222 0.000 0.000 0.000 
RADICAL_Q 0.006 0.046 0.000 0.000 0.000 
INCRMNT_D 0.115 0.319 0.000 0.000 0.000 
INCRMNT_Q 0.016 0.081 0.000 0.000 0.000 
SIZE 4.127 1.300 3.135 3.912 4.754 
R&D 0.007 0.050 0.000 0.000 0.000 
EXPORT 0.140 0.347 0.000 0.000 0.000 
GROUP 0.397 0.490 0.000 0.000 1.000 
MRTPWR 0.308 0.697 0.000 0.000 0.000 





表 3. 相関行列 
   (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) 
(1) GROWTH 1.000                     
(2) RADICAL_D 0.031 1.000          
(3) RADICAL_Q 0.009 0.546 1.000         
(4) INCRMNT_D 0.094 0.355 0.170 1.000        
(5) INCRMNT_Q 0.065 0.115 0.155 0.558 1.000       
(6) SIZE 0.075 0.077 0.042 0.036 -0.008 1.000      
(7) R&D 0.037 0.094 0.032 0.124 0.113 0.007 1.000     
(8) EXPORT 0.032 0.175 0.115 0.147 0.107 0.247 0.111 1.000    
(9) GROUP -0.016 -0.058 -0.028 -0.061 -0.032 0.188 -0.069 0.039 1.000   
(10) MRTPWR 0.031 0.123 0.054 0.114 0.048 0.031 0.092 0.176 0.025 1.000  























表 6 に示すとおり，漸進的イノベーション実現 (INCRMNT_D) の係数は正で有意となって
いる。この結果は，漸進的イノベーションを実現した企業ほど企業成長率が高いことを表して









しろ企業成長を妨げることを明らかにした Freel (2000) や Coad and Rao (2008) らの先行研究
とは異なるもので，低成長企業であってもイノベーション活動に着手することが成長率の改善
に寄与することを示唆している。 
表 7 には，漸進的イノベーション売上率  (INCRMNT_Q) の推定結果を示している。
INCRMNT_Q の係数は 75%点を除く全ての分位点において正で有意となっている。とくに
 
12 他社による市場支配 (MRTPWR) と需要の不確実性 (UNCERT) をそれぞれ別のモデルで推定したが，同時
に含めた場合の推定結果と大きな違いはなかった。推定結果の詳細は，附表 1から附表 8 までを参照のこと。 
12 
90%点では，漸進的イノベーション売上率が 1％ポイント向上すると，企業成長率が約
































性がある。本研究では 2009 年度から 2011 年度までの 3 年間に導入されたプロダクト・イノベ






表 4. 推定結果：革新的イノベーション実現が企業成長に与える影響 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
RADICAL_D 0.019  0.028 0.023 0.019* 0.006 -0.014 
 (0.024)  (0.026) (0.020) (0.011) (0.012) (0.043) 
SIZE 0.016**  0.018*** 0.011*** 0.005** 0.004 0.005 
 (0.007)  (0.007) (0.003) (0.002) (0.004) (0.008) 
R&D 0.162*  0.283 0.136 0.189*** -0.039 -0.056 
 (0.085)  (0.261) (0.097) (0.046) (0.024) (0.798) 
EXPORT 0.012  0.017 -0.001 -0.014 -0.004 -0.018 
 (0.033)  (0.031) (0.012) (0.013) (0.020) (0.059) 
GROUP -0.016  -0.030* -0.001 0.000 -0.014 0.003 
 (0.018)  (0.016) (0.010) (0.008) (0.010) (0.027) 
UNCRT -0.015  -0.019 -0.015** -0.011** -0.026*** -0.031**  
 (0.009)  (0.016) (0.007) (0.004) (0.005) (0.016) 
MRTPWR 0.019  -0.011 -0.001 0.007 0.027*** 0.051*** 
 (0.015)  (0.025) (0.012) (0.009) (0.008) (0.013) 
定数項 -0.044  -0.147*** -0.081*** 0.005 0.130*** 0.200*** 
  (0.049)   (0.039) (0.019) (0.029) (0.034) (0.051) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 




表 5. 推定結果：革新的イノベーション売上率が企業成長に与える影響 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
RADICAL_Q -0.019  0.057 0.017 -0.023 -0.089 -0.058 
 (0.077)  (0.339) (0.208) (0.161) (0.200) (0.631) 
SIZE 0.016**  0.018** 0.011*** 0.005** 0.004 0.005 
 (0.007)  (0.007) (0.004) (0.002) (0.004) (0.009) 
R&D 0.167*  0.288 0.137* 0.171 -0.037 -0.053 
 (0.088)  (0.271) (0.074) (0.112) (0.200) (0.742) 
EXPORT 0.013  0.003 0.006 -0.012 -0.004 -0.017 
 (0.033)  (0.033) (0.013) (0.015) (0.020) (0.064) 
GROUP -0.016  -0.030* -0.003 0.001 -0.014 0.005 
 (0.018)  (0.016) (0.010) (0.009) (0.010) (0.027) 
UNCRT -0.015  -0.024 -0.015** -0.011* -0.025*** -0.030*   
 (0.009)  (0.016) (0.007) (0.006) (0.005) (0.016) 
MRTPWR 0.020  -0.006 0.002 0.009 0.026*** 0.051*** 
 (0.015)  (0.025) (0.012) (0.009) (0.007) (0.016) 
定数項 -0.044  -0.147*** -0.080*** 0.009 0.130*** 0.208*** 
  (0.049)   (0.039) (0.020) (0.026) (0.033) (0.053) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 






表 6 推定結果：漸進的イノベーション実現が企業成長に与える影響 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
INCRMNT_D 0.079***  0.058*** 0.041*** 0.048*** 0.058*** 0.082*** 
 (0.025)  (0.022) (0.011) (0.015) (0.012) (0.028) 
SIZE 0.016**  0.014** 0.010*** 0.006** 0.004 0.004 
 (0.007)  (0.006) (0.003) (0.003) (0.003) (0.010) 
R&D 0.125*  0.277* 0.134 0.110*** -0.084 -0.017 
 (0.068)  (0.156) (0.409) (0.027) (0.113) (0.098) 
EXPORT 0.006  -0.004 -0.004 -0.016 -0.015 -0.009 
 (0.033)  (0.018) (0.015) (0.015) (0.020) (0.053) 
GROUP -0.014  -0.013 0.000 0.001 -0.006 -0.007 
 (0.018)  (0.015) (0.010) (0.009) (0.008) (0.026) 
UNCRT -0.019*  -0.026 -0.016** -0.016*** -0.022*** -0.039**  
 (0.010)  (0.016) (0.007) (0.005) (0.005) (0.018) 
MRTPWR 0.019  -0.009 0.000 0.010 0.023*** 0.042 
 (0.015)  (0.022) (0.012) (0.009) (0.007) (0.028) 
定数項 -0.047  -0.133*** -0.078*** 0.003 0.122*** 0.203*** 
  (0.049)   (0.041) (0.018) (0.034) (0.021) (0.054) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 





 表 7. 推定結果：漸進的イノベーション売上率が企業成長に与える影響 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
INCRMNT_Q 0.207***  0.163** 0.086*** 0.094** 0.137 0.359*** 
 (0.074)  (0.064) (0.033) (0.040) (0.208) (0.049) 
SIZE 0.017**  0.013** 0.010*** 0.005* 0.004 0.008 
 (0.007)  (0.006) (0.003) (0.003) (0.003) (0.009) 
R&D 0.133*  0.297*** 0.135*** 0.114* -0.098 -0.001 
 (0.078)  (0.093) (0.050) (0.060) (0.155) (0.216) 
EXPORT 0.008  -0.009 0.000 -0.010 -0.019 -0.027 
 (0.033)  (0.030) (0.014) (0.015) (0.020) (0.067) 
GROUP -0.015  -0.019 0.000 0.001 -0.011 0.014 
 (0.018)  (0.016) (0.010) (0.009) (0.010) (0.026) 
UNCRT -0.015*  -0.027* -0.017** -0.011** -0.023*** -0.038*   
 (0.009)  (0.014) (0.007) (0.005) (0.004) (0.022) 
MRTPWR 0.019  -0.001 0.000 0.007 0.024*** 0.045*   
 (0.015)  (0.024) (0.012) (0.008) (0.008) (0.026) 
定数項 -0.048  -0.129*** -0.076*** 0.003 0.127*** 0.198*** 
  (0.049)   (0.037) (0.018) (0.031) (0.027) (0.052) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 
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付表 1. 推定結果：革新的イノベーション実現が企業成長に与える影響（UNCRT のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
RADICAL_D 0.022  0.048 0.024 0.019 0.010 -0.020 
 (0.023)  (0.056) (0.019) (0.019) (0.015) (0.039) 
SIZE 0.016**  0.015*** 0.010*** 0.005** 0.004 -0.003 
 (0.007)  (0.006) (0.003) (0.002) (0.004) (0.009) 
R&D 0.171*  0.301*** 0.137*** 0.207 0.067 -0.091 
 (0.094)  (0.090) (0.037) (0.162) (0.074) (0.218) 
EXPORT 0.014  0.003 -0.002 -0.012 -0.015 -0.003 
 (0.034)  (0.033) (0.010) (0.015) (0.016) (0.063) 
GROUP -0.014  -0.018 -0.001 0.000 -0.007 0.002 
 (0.018)  (0.016) (0.009) (0.009) (0.011) (0.029) 
UNCRT -0.007  -0.026** -0.016*** -0.009 -0.013** -0.001 
 (0.011)  (0.013) (0.005) (0.005) (0.006) (0.017) 
MRTPWR        
        
定数項 -0.044  -0.142*** -0.081*** 0.007 0.121*** 0.224*** 
  (0.049)   (0.037) (0.016) (0.024) (0.032) (0.059) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 





付表 2. 推定結果：革新的イノベーション実現が企業成長に与える影響（MRTPWR のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
RADICAL_D 0.019  0.048 0.024 0.019 0.010 -0.020 
 (0.024)  (0.056) (0.019) (0.019) (0.015) (0.039) 
SIZE 0.016**   0.015*** 0.010*** 0.005** 0.004 -0.003 
 (0.007)  (0.006) (0.003) (0.002) (0.004) (0.009) 
R&D 0.159*    0.301*** 0.137*** 0.207 0.067 -0.091 
 (0.087)  (0.090) (0.037) (0.162) (0.074) (0.218) 
EXPORT 0.010  0.003 -0.002 -0.012 -0.015 -0.003 
 (0.034)  (0.033) (0.010) (0.015) (0.016) (0.063) 
GROUP -0.014  -0.018 -0.001 0.000 -0.007 0.002 
 (0.017)  (0.016) (0.009) (0.009) (0.011) (0.029) 
UNCRT                        
                        
MRTPWR 0.010  -0.026** -0.016*** -0.009 -0.013** -0.001 
 (0.016)  (0.013) (0.005) (0.005) (0.006) (0.017) 
定数項 -0.049  -0.142*** -0.081*** 0.007 0.121*** 0.224*** 
  (0.048)   (0.037) (0.016) (0.024) (0.032) (0.059) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 





付表 3. 推定結果：革新的イノベーション売上率が企業成長に与える影響（UNCRT のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
RADICAL_q -0.010  0.054 0.017 -0.021 -0.087 -0.107 
 (0.075)  (0.173) (0.242) (0.177) (0.176) (0.663) 
SIZE 0.016**  0.015*** 0.011*** 0.005** 0.005 0.000 
 (0.007)  (0.006) (0.001) (0.002) (0.004) (0.009) 
R&D 0.178*  0.299** 0.137 0.191** 0.060 -0.081 
 (0.096)  (0.120) (0.143) (0.075) (0.061) (0.193) 
EXPORT 0.016  -0.004 0.003 -0.005 -0.012 -0.010 
 (0.034)  (0.034) (0.013) (0.016) (0.016) (0.065) 
GROUP -0.014  -0.020 -0.001 -0.002 -0.008 0.003 
 (0.018)  (0.016) (0.009) (0.009) (0.011) (0.028) 
UNCRT -0.007  -0.026* -0.015** -0.008 -0.013** 0.003 
 (0.011)  (0.013) (0.006) (0.005) (0.006) (0.017) 
MRTPWR        
        
定数項 -0.044  -0.139*** -0.082*** 0.007 0.121*** 0.185*** 
  (0.049)   (0.036) (0.013) (0.024) (0.032) (0.057) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 





付表 4. 推定結果：革新的イノベーション売上率が企業成長に与える影響（MRTPWR のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
RADICAL_q -0.014  0.062 0.023 -0.004 -0.078 -0.153 
 (0.073)  (0.165) (0.206) (0.140) (0.200) (0.592) 
SIZE 0.016**   0.019*** 0.012*** 0.006** 0.004 -0.001 
 (0.007)  (0.006) (0.003) (0.003) (0.004) (0.008) 
R&D 0.164*    0.269 0.124 0.200** 0.081 -0.129 
 (0.090)  (0.432) (0.106) (0.098) (0.253) (0.303) 
EXPORT 0.012  0.015 0.005 -0.012 -0.028 -0.009 
 (0.033)  (0.025) (0.011) (0.013) (0.019) (0.062) 
GROUP -0.015  -0.025 -0.002 0.003 -0.006 0.011 
 (0.017)  (0.017) (0.009) (0.009) (0.011) (0.025) 
UNCRT                        
                        
MRTPWR 0.010  -0.030 -0.006 0.001 0.007 0.027*   
 (0.016)  (0.023) (0.010) (0.007) (0.006) (0.015) 
定数項 -0.049  -0.151*** -0.087*** -0.002 0.126*** 0.218*** 
  (0.048)   (0.036) (0.018) (0.022) (0.029) (0.054) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 





付表 5. 推定結果：漸進的イノベーション実現が企業成長に与える影響（UNCRT のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
RADICAL_D 0.079***  0.056** 0.041*** 0.043*** 0.060*** 0.094*** 
 (0.025)  (0.024) (0.012) (0.016) (0.019) (0.027) 
SIZE 0.016**  0.015** 0.010*** 0.007** 0.004 0.003 
 (0.007)  (0.006) (0.002) (0.003) (0.003) (0.009) 
R&D 0.135*  0.303 0.134 0.137 -0.022 -0.115 
 (0.074)  (0.260) (0.083) (0.128) (0.096) (0.480) 
EXPORT 0.009  -0.009 -0.004 -0.008 -0.008 -0.024 
 (0.034)  (0.027) (0.015) (0.014) (0.014) (0.055) 
GROUP -0.012  -0.016 0.000 0.001 -0.001 -0.006 
 (0.018)  (0.015) (0.009) (0.009) (0.009) (0.026) 
UNCRT -0.011  -0.028*** -0.016** -0.012** -0.013*** -0.024 
 (0.011)  (0.011) (0.007) (0.005) (0.004) (0.017) 
MRTPWR        
        
定数項 -0.047  -0.137*** -0.078*** 0.000 0.116*** 0.206*** 
  (0.049)   (0.040) (0.016) (0.029) (0.020) (0.057) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 





付表 6. 推定結果：漸進的イノベーション実現が企業成長に与える影響（MRTPWR のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
INCRMNT_D 0.074***  0.054*** 0.035** 0.037** 0.057*** 0.062 
 (0.024)  (0.020) (0.016) (0.016) (0.013) (0.045) 
SIZE 0.016**   0.016*** 0.012*** 0.006 0.005 0.001 
 (0.007)  (0.005) (0.003) (0.003) (0.004) (0.009) 
R&D 0.124*    0.245 0.123 0.161 0.009 -0.091 
 (0.069)  (0.350) (0.418) (0.165) (0.179) (0.315) 
EXPORT 0.005  0.002 -0.007 -0.014 -0.027 -0.011 
 (0.034)  (0.019) (0.012) (0.016) (0.019) (0.055) 
GROUP -0.012  -0.013 -0.004 0.005 -0.005 0.018 
 (0.017)  (0.016) (0.010) (0.010) (0.010) (0.025) 
UNCRT                       
                       
MRTPWR 0.008  -0.035* -0.010 -0.001 0.007 0.012 
 (0.016)  (0.020) (0.011) (0.008) (0.006) (0.019) 
定数項 -0.053  -0.139*** -0.089*** -0.005 0.107*** 0.183*** 
  (0.048)   (0.034) (0.019) (0.028) (0.025) (0.055) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 





付表 7. 推定結果：漸進的イノベーション売上率が企業成長に与える影響（UNCRT のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
INCRMNT_q 0.209***  0.162 0.086*** 0.091*** 0.209 0.458*** 
 (0.075)  (0.142) (0.023) (0.033) (0.175) (0.162) 
SIZE 0.017**  0.014** 0.010*** 0.006** 0.004 0.007 
 (0.007)  (0.006) (0.004) (0.003) (0.003) (0.008) 
R&D 0.144*  0.295** 0.135 0.137** -0.075 -0.141 
 (0.083)  (0.130) (0.174) (0.067) (0.142) (0.245) 
EXPORT 0.011  -0.009 0.000 -0.011 -0.019 -0.039 
 (0.034)  (0.034) (0.015) (0.016) (0.014) (0.071) 
GROUP -0.013  -0.018 0.000 0.001 -0.007 -0.004 
 (0.018)  (0.015) (0.010) (0.009) (0.011) (0.026) 
UNCRT -0.008  -0.028* -0.017*** -0.008 -0.011* -0.018 
 (0.011)  (0.014) (0.006) (0.005) (0.006) (0.017) 
MRTPWR        
        
定数項 -0.047  -0.131*** -0.076*** 0.001 0.125*** 0.196*** 
  (0.049)   (0.037) (0.020) (0.030) (0.029) (0.052) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 






付表 8. 推定結果：漸進的イノベーション売上率が企業成長に与える影響（MRTPWR のみ） 
  
(1) OLS 
  (2) 分位点回帰 (percentile) 
    10% 25% 50% 75% 90% 
INCRMNT_q 0.204***  0.144*** 0.080 0.094** 0.259* 0.253**  
 (0.073)  (0.035) (0.051) (0.046) (0.137) (0.103) 
SIZE 0.017**   0.015*** 0.013*** 0.006** 0.004 0.003 
 (0.007)  (0.006) (0.003) (0.003) (0.004) (0.009) 
R&D 0.131*    0.266 0.126 0.150 -0.092 -0.096 
 (0.077)  (0.395) (0.100) (0.124) (0.122) (0.323) 
EXPORT 0.007  -0.002 -0.001 -0.016 -0.034* -0.023 
 (0.034)  (0.023) (0.015) (0.014) (0.017) (0.063) 
GROUP -0.014  -0.027* -0.003 0.003 -0.008 0.023 
 (0.017)  (0.016) (0.010) (0.009) (0.011) (0.024) 
UNCRT                       
                       
MRTPWR 0.010  -0.028 -0.007 0.001 0.006 0.018 
 (0.016)  (0.022) (0.011) (0.007) (0.005) (0.016) 
定数項 -0.053  -0.135*** -0.090*** -0.005 0.122*** 0.186*** 
  (0.048)   (0.034) (0.019) (0.028) (0.028) (0.057) 
産業ダミー あり   あり あり あり あり あり 
観測数 773  773 773 773 773 773 










































池田 雄哉 羽田 尚子 
 
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-2-2 中央合同庁舎第7号館 東館16階 
TEL: 03-3581-2396 FAX: 03-3503-3996 
 
 Innovation Novelty and Firm Growth: 




IKEDA Yuya and HANEDA Shoko 
 
First Theory-Oriented Research Group 
National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP) 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), Japan 
 
https://doi.org/10.15108/dp196 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
https://www.nistep.go.jp 
 
